
笠間の偉人
ゆかりの人

　
長
野
県
に
生
ま
れ
、
戦
時
中

に
笠
間
市
に
疎
開
す
る
。
大
学

卒
業
後
、
浄
土
宗
月
崇
寺
の
住

職
を
継
ぎ
、
そ
の
か
た
わ
ら
、

廃
窯
と
な
っ
て
い
た
山
門
下
の

窯
を
再
興
し
、
東
洋
陶
磁
の
研

究
に
勤
し
ん
だ
。
中
国
・
宋
代

磁
州
窯
に
流
れ
を
く
む
練
上
手

の
技
法
を
研
究
。
釉
が
は
じ
け

て
割
れ
る
練
上
嘯
裂（
し
ょ
う

れ
つ
）
文
や
象
嵌
瓷
な
ど
新
た

な
技
法
に
対
し
積
極
的
に
研
究

を
続
け
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞

す
る
。
一
九
九
三
年
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
た
。

　
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
の

富
裕
な
農
家
に
生
ま
れ
た
。
大

東
流
を
初
め
と
す
る
柔
術
・
剣

術
な
ど
各
武
術
の
修
行
成
果

を
、
独
自
の
精
神
哲
学
で
ま
と

め
、「
和
合
」、「
万
有
愛
護
」等

を
理
念
と
す
る
合
気
道
を
創
始

し
た
。
身
長
一
五
六
セ
ン
チ
な

が
ら
、
大
相
撲
力
士
を
投
げ
飛

ば
す
な
ど
幾
つ
も
の
武
勇
伝
が

残
る
。
老
境
に
至
っ
て
も
多
く

の
”神
技
“を
示
し「
不
世
出
の

達
人
」
と
謳
わ
れ
た
。
合
気
道

を
国
際
的
武
道
に
育
て
た
功
績

か
ら
紫
綬
褒
章
、
勲
三
等
瑞
宝

章
な
ど
を
受
賞
し
た
。

　
浄
土
真
宗
の
宗
祖
。
九
歳
で

出
家
し
、
二
十
年
に
渡
る
比
叡

山
で
の
修
行
後
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
を
唱
え
れ
ば
、
人
は
み

な
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と

説
く
法
然
の
本
願
念
仏
の
教
え

に
出
会
う
。
し
か
し
、
旧
仏
教

団
の
反
感
か
ら
流
罪
の
身
に
。

罪
を
解
か
れ
た
後
、
親
鸞
は
京

へ
は
戻
ら
ず
、
一
二
一
四
年
、

笠
間
郡
稲
田
郷
の
領
主
・
稲
田

頼
重
に
招
か
れ
、
吹
雪
谷
の
地

に「
草
庵
」
を
設
け
布
教
活
動

を
行
っ
た
。
主
著『
教
行
信
証
』

は
、
こ
の
草
庵
で
撰
述
さ
れ
た
。

　

江
戸
に
出
て
浮
世
絵
師
に

学
び
、
工
部
美
術
学
校
に
在

学
中
に
正
教
会
に
改
宗
。
教

会
よ
り
派
遣
さ
れ
聖
像
画
家

と
し
て
帝
政
ロ
シ
ア
の
首
都
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
留
学
し
た
。

女
子
修
道
院
で
イ
コ
ン
製
作

技
術
を
学
び
、
帰
国
後
は
日

本
正
教
会
の
女
子
神
学
校
に

ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
イ
コ
ン

製
作
に
没
頭
し
た
。
一
八
九
一

年
に
竣
工
し
た
ニ
コ
ラ
イ
堂

に
も
作
品
を
残
し
た（
関
東
大

震
災
で
焼
失
）。「
ウ
ラ
ジ
ー

ミ
ル
の
聖
母
」な
ど
、
八
十
二

年
の
生
涯
に
三
百
点
あ
ま
り

の
聖
像
を
残
し
た
。

西念寺（稲田）

白凛居（笠間）

浄土真宗の聖典を
草稿し、宗派の礎を

築く

聖名はイリナ。
日本人最初の
イコン画家

笠間の陶芸家として
初めての人間国宝

月崇寺（笠間）

合気道を創始し、
国際的武道として

世界に広める
合気神社（吉岡）

笠間城跡（佐白山）

数学を武器に
日本の文明開化に

貢献

・
村
上
亘（「
剣
術
の
双
璧
」笠
間
示
現
流
剣
術
指
南
番
）

・ 

山
本
鉄
之
丞（「
剣
術
の
双
璧
」笠
間
藩
校
剣
術
師
範
代
）

・ 

島
男
也（
笠
間
藩
剣
法
引
立
世
話
役
）

・ 

加
藤
桜
老（
儒
学
者
・
長
州
藩
藩
校
明
倫
館
教
授
）

・ 

相
馬
主
殿（
新
選
組
最
後
の
局
長
）

・ 

田
中
友
三
郎（
笠
間
焼
中
興
の
祖
）

・ 

宮
田
栄
助（
実
業
家
・
宮
田
製
銃
所（
現
宮
田
工
業
）創
設
者
）

・ 

高
野
公
男（
作
詞
家
）

・ 

野
沢
拓
也（
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
）

・ 

川
崎
真
裕
美（
競
歩
選
手・ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
20
㎞
競
歩
代
表
）

・ 

長
谷
川
良
信（
教
育
者
・
淑
徳
大
学
設
立
）

・ 

安
達
勇
人（
歌
手
・
俳
優
）

・ 

パ
ン
チ
佐
藤（
元
プ
ロ
野
球
選
手・タ
レ
ン
ト・笠
間
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）

・ 

星
野
陸
也（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

畑
岡
奈
紗（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

金
澤
志
奈（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

・ 

假
屋
崎
省
吾（
華
道
家
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

長
谷
川
智
恵
子（
日
動
画
廊 

日
動
美
術
館
副
館
長
・
か
さ
ま
応
援

大
使
）

・ 

柏
木
由
紀
子（
女
優
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

大
島
花
子（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

舞
坂
ゆ
き
子（
女
優
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

純
烈（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

岩
崎
均（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
総
料
理
長
・
か
さ

ま
応
援
大
使
）

・ 

富
田
治（
中
華
そ
ば
と
み
田
・
か
さ
ま
応
援
大
使
）

・ 

鎌
田
由
美
子（
㈱
O
N
E
・
G
L
O
C
A
L
代
表
取
締
役
・
か
さ
ま

応
援
大
使
）

・ 

小
田
井
涼
平（
歌
手
・
か
さ
ま
応
援
大
使
） 

︿
敬
称
略
・
順
不
同
﹀

笠間稲荷神社

安達勇人

星野陸也

畑岡奈紗

「笠間は第二の
ふるさと」が
口癖だった

歴史と伝統が育む人となり。この街も、優れた先人
を輩出し、その功績を語り継ぎ、新たな時代、新た
な世代を育てて今に至ります。

この地を治め、剣術に、武道に長ける者や、神や仏
に仕え、芸を誉れとし、学者、あるいは哲学者として、
この国を支えてきた笠間の偉人を紹介します。

松ま
つ
い井 
康こ

う
せ
い成
陶
芸
家

1
9
2
7
︱
2
0
0
3

　
笠
間
藩
の
算
学
者
甲
斐
駒
蔵

に
入
門
し
、
和
算
を
修
学
。
江

戸
詰
め
に
な
る
と
、
甲
斐
と
共

に『
量
地
図
説
』
を
著
す
。
江

戸
幕
府
天
文
方
に
出
仕
し
砲
術

や
軍
学
・
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん

だ
。
勝
海
舟
を
補
佐
し
航
海
長

と
し
て
咸
臨
丸
に
乗
船
、
米
国

へ
。
帰
国
後
、
軍
艦
頭
取
に
。

明
治
政
府
で
は
民
生
方
面
の
業

務
に
情
熱
を
注
ぎ
、
珠
算
の
復

活
を
建
言
。
西
洋
式
数
学
の
普

及
に
も
努
め
、
尋
常
小
学
校
用

の
教
科
書『
新
撰
洋
算
初
歩
』

を
編
纂
し
た
。

小お

の野 

友と
も
ご
ろ
う

五
郎
数
学
者

1
8
1
7
︱
1
8
9
8

植う
え
し
ば芝 

盛も
り
へ
い平
合
気
道
開
祖

1
8
8
3
︱ 

1
9
6
9

　
こ
の
街
で
は
、
正
午
に「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」、
夕
方
に「
明

日
が
あ
る
さ
」の
メ
ロ
デ
ィ
が
流

れ
る
。
坂
本
九
の
代
表
曲
だ
。

坂
本
の
母
は
大
町
の
出
身
。
坂

本
家
は
戦
時
中
、
笠
間
に
疎
開

し
、
坂
本
は
幼
稚
園
、
小
学
校

を
こ
こ
で
過
ご
し
た
。
後
に
、
幼

稚
園
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
、
石
井

台
の
旧
笠
間
市
役
所
建
設
に
協

力
し
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る

な
ど
、
こ
の
地
を
第
二
の
故
郷
と

親
し
ん
だ
。
女
優
・
柏
木
由
紀

子
と
の
挙
式
は
笠
間
稲
荷
神
社
。

市
内
で
の
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
は

今
も
語
り
草
だ
。

坂さ
か
も
と本 

九き
ゅ
う

歌
手

1
9
4
1
︱
1
9
8
5

親し
ん
ら
ん鸞
浄
土
真
宗
・
宗
祖

1
1
7
3
︱
1
2
6
2

山や
ま
し
た下 

り
ん
イ
コ
ン
画
家

1
8
5
7 

︱
1
9
3
9

　
旧
笠
間
藩
士
・
木
村
信
義
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
武
山

の
号
は
、
笠
間
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
え
る
佐
白
山
・
山
上
の
別

称「
阿お

た

け
武
山
」
に
由
来
す
る
。

東
京
開
成
中
学
校
に
入
学
す

る
が
、
翌
年
、
東
京
美
術
学
校

に
編
入
。
同
校
教
授
の
下
村
観

山
の
強
い
影
響
を
受
け
、
一
九

〇
六
年
に
同
氏
の
推
挙
で
岡

倉
天
心
や
横
山
大
観
ら
と
と

も
に
、
北
茨
城
・
五
浦
に
一
家

を
あ
げ
て
同
行
す
る
。
一
九
一

四
年
、
大
観
・
観
山
ら
と
共
に

日
本
美
術
院
を
再
興
。
美
術
院

き
っ
て
の
カ
ラ
リ
ス
ト
と
評

さ
れ
た
。

大日堂（箱田）

岡倉天心のもとで
日本画の近代化に

尽力

木き
む
ら村 

武ぶ
ざ
ん山
日
本
画
家

1
8
7
6
︱
1
9
4
2

松井康成著・講談社刊
『涅槃』

笠間の偉人 田中友三郎 漫画制作
委員会・笠間市教育委員会発行

『笠間焼中興の祖 田中友三郎』

今野敏著・講談社刊
『天を測る』

柏木由紀子著・扶桑社刊
『上を向いて歩こう』

笠
間
ゆ
か
り
の
作
品

笠
間
ゆ
か
り
の
偉
人
・

ゆ
か
り
の
人
び
と
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